
　
信
愛
館
玄
関
ホ
ー
ル
に
は
七
段
飾

り
の
雛
人
形
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
今
は
様
々
な
雛
人
形
が
あ
り
ま
す

が
、
何
と
い
っ
て
も
七
段
飾
り
は
豪

華
で
華
や
か
で
す
。
来
館
さ
れ
る
方
々

も
、
足
を
止
め
て
見
入
ら
れ
て
い
ま

す
。
梅
の
花
も
咲
き
、
春
は
も
う
目

の
前
。
お
花
見
を
は
じ
め
、
入
居
者

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
行
事
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
三
月
に
は

「
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
里
」

と
し
て
の
合
同
防
災
・

消
防
訓
練
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
入
居
者
の

高
齢
化
に
伴
い
、
避
難

に
つ
い
て
も
細
心
の
注

意
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
機
会
を

学
び
の
場
と
し
て
今
後

に
生
か
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

◆
二
月
十
三
日
（
火
）

近
江
八
幡
「
ま
ち
や
倶
楽

部
」
で
展
示
さ
れ
て
い
る

「
竹
行
灯
」
の
見
学
に
出

掛
け
ま
し
た
。
信
愛
館
の

評
議
員
で
あ
り
、
麻
雀
ク

ラ
ブ
も
指
導
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
中
谷
哲
夫
様
の

作
品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
何
度
見
せ
て
い
た

だ
い
て
も
、
そ
の
繊
細
な

細
工
に
い
つ
も
見

入
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
題
材
も
、「
東
京
二
千
二

十
大
会
エ
ン
ブ
レ
ム
」
と
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、
そ
の
一
方

で
北
斎
の
「
富
岳
八
景
」
さ

ら
に
「
マ
リ
リ
ン
モ
ン
ロ
ー
」

と
多
岐
に
渡
り
、
感
性
の
豊

か
さ
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
皆
様
と
中
谷
さ
ん

を
交
え
場
所
を
変
え
て

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
、
楽
し
く
話

も
弾
み
ま
し
た
。

◆
二
月
一
三
日
（
火
）
平
成
二
十
九
年
度
資
金

収
支
補
正
予
算
、
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
並

び
に
資
金
収
支
予
算
案
が
社
会
福
祉
法
人
近
江

兄
弟
社
地
塩
会
の
理
事
会
で
報
告
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
次
い
で
理
事
長
の
職
務
執
行
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
評

議
員
会
は
三
月
一
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

◆
二
月
十
五
日
（
木
）「
讃
美
歌
の
会
」
が
二
階

集
会
室
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
信
愛

館
で
は
開
設
当
初
か
ら
あ

り
、
月
に
三
回
の
朝
礼
拝

で
賛
美
さ
れ
る
讃
美
歌
を

中
心
に
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、

唱
歌
等
、
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
曲
を
、
中
西
令
子
先

生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
大
き
な
声
を
出

す
こ
と
は
健
康
に
も
と
て

も
よ
い
そ
う
で
、
よ
り
多

く
の
入
居
者
皆
様
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
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